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TG/RLP-C 比（Okazaki et al, CCA 2000; 296: 135)より求めた。LPLならびにHTGLの測定は、新たに中嶋ら
により開発され高感度ELISA法を用いた。空腹時血清レムナントの濃度ならびに粒子サイズ（RLP-
TG/RLP-C比)は、健常群に比較してDM群やMetS群において有意に高値であった。プレ・ヘパリン血清中
LPL濃度と、TG、レムナントとの相関は、すでに報告したポスト・ヘパリンLPL活性の相関と同等な傾向
が得られた。プレ・ヘパリンLPL濃度は粒子サイズと逆相関し、サイズの小さいレムナントほど高いLPL
濃度を示した。Adiponectinは粒子サイズと逆相関を示し、プレ・ヘパリンLPL濃度と正の相関を示した。
尚、従来からレムナントの代謝に関与するといわれているHTGLはプレ・ヘパリン血清では検出されなか
った。今回の検討により、DM患者やMetS患者において、血清レムナントは冠動脈疾患の場合と同様に大
粒子サイズが主体であることが明らかとなった。LPLはプレ・ヘパリン血清中において比較的高濃度に存
在し、レムナント粒子サイズに対してポスト・ヘパリン血清LPL活性の場合と同等な傾向を示した。さら
にレムナントの増加と逆相関することが知られているadiponectinは、LPL濃度と正の相関が認められたこと
から、LPLの作用に直接関与している可能性が示唆された。なおHTGLはプレ・ヘパリン血清中では検出
されず、レムナントとの相関が認められないことから、従来の報告と異なり、レムナントの代謝に直接関
与していない可能性が示唆された。 
